
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

１０月２０日（日）に楽集館にて「白川読書フェスティバル」を開催しました。昨今、子どもばかりか大人の

「読書離れ」も指摘される中、読書活動の有用性が再認識されてきています。読書は、子どもが言葉を学び、想

像力を養い、幅広い知識を獲得して、社会の中で人々とともに生きる力を身につける上で欠くことのできないも

のです。当日は、「本が大好き！白川の子」のスローガンのもと、読書活動の推進に関わる子どもから大人までが

一堂に会し、本・読書の魅力について語り合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参観者の感想から＞ 

・学校でも自分から本を読む人が少ないと思うので、このような活動を続けてほしいと思いました。（小中学生多数） 

・今回初めての参加でしたが楽しかったです。子どもがもっと本好きになってくれると嬉しいです。（保護者） 

・たくさんの子どもが表彰してもらえてよかったと思います。白川町は読書活動に力を入れていると思うので、このような

活動はとても良いと思いました。（保護者） 

・本が好きで、小さい時から身近に本がある生活ができていて、小学校でも毎日本を借りてこれ、親しみをもてているのであ

りがたいです。（保護者） 

・こんなに多くの子どもたちが受賞されて、嬉しい思いをされたことと思います。こういう機会をきっかけに、本に触れる子

もいると思うので、きっかけは大切だと思います。（学校・保育園関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.9 令和６年 12月１日号 

発行：白川町教育委員会 

―「白川を愛し、たくましく心の 

あったかい子を育む美濃白川」― 

１０月２５日（金）１４：００から、黒川中学校「文化祭」第一部、２年生

による「歌舞伎」を白川中学校の２年生が参観しました。これは、今年度６

月に行われた青雲のつどい（福井県若狭）において、仲良くなった２年生が

「互いに交流をしたい‼」ということで、実現をしたものです。白川中学校

の生徒の中には初めて歌舞伎を見る生徒も多く、食い入るように見学し、そ

の迫力に圧倒されていました。地域の文化を大切にしようとする黒川中の思

いを、白川中の生徒が受け止め共に喜び合っていたことに感動しました。若

いエネルギーで、これからの白川町をリードしていってほしいものです。 



舞台には黒川中学校２年生の皆さん。前列は白川中学校の２年生の皆さん 

後列には黒川中学校の１年生と３年生の皆さん。最後列や 2 階席には保護者や地域の方が参観

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭における食教育の取組として、今年度も『家族で野菜を育てる活動』を実施しました。この活動には、「野

菜嫌いの子」「子ども一人で食事をしている（孤食）」「好きなものを好きな量食べる」という実態に対して、家族

で野菜を育てること、栄養のバランスを考えて料理すること、家族みんなで食べることの楽しさを味わうこと、

食べ物や食生活と健康づくりとの関係等を見つめ直す機会にしてほしいという願いがあります。本年度は１１７

の家庭から苗や種の申込があり、それぞれの家庭で、子どもたちが家族と野菜作りに挑戦しました。猛暑の影響

や動物に食べられる等、様々なハプニングがあったようですが、町内の各地で収穫の喜びの声があがりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の子どもたちの主な行事 
１２月 ５日（木）町交流活動（小１・２年）→秋見つけでみつけたもので作品交流・運動交流 

１２月１１日（水）文化発表会（白中） 

１２月１２日（木）白川町音楽会（小３・４年） 

１２月１８日（水）町交流活動（小６年）→子ども議会  １２月２６日（木）終業式…冬休み（1/6まで）

（ 

祖母と楽しみながら育てていました。残念なことに、鳥に食べられてしまいましたが、来年はネットを
張って対策をすると張り切っています。来年こそは、たくさんのトウモロコシを収穫したいです。 

 
初めてオクラを作りました。どんどん大きくなってオクラが出来た時は嬉しかったです。 

今年のミニトマトは特にたくさん収穫できて嬉しかったです。祖母と一緒に水やりをたくさんしました。
採るのも自分でやれてよかったです。 

 
人参を育てたのは、はじめてでしたが、形がバラバラの手作りらしい人参ができました。綺麗な
形の人参もいいですが、いろんな形を楽しめたことも手作りならではで良かったなと思いました。 

 

初めてのポップコーンづくりで、「どうしたら大きく育つかな？」「どのくらいの間隔で植えたらいい？」
など、いろんな疑問が出てきました。疑問が湧くたびに、親子で調べたり、近所のおじいさんに聞いたり
しながら挑戦できました。食べるところまで楽しく、良い体験ができました。 

白川中の生徒の振り返りから 
みんなの迫真の演技が伝わってきて、練習をたくさん積み重ねたことがわかっ
たし、動きや言葉を覚えることはとても大変なことなんだと実感しました。初
めて歌舞伎を見て、おもしろいものだと思いました。 
 


